
（第三種郵便物認可） ２０１３年５月２５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

96
条
改
定
問
題

　

国
民
皆
保
険
や
生
活
保

護
な
ど
、
暮
ら
し
を
支
え

る
す
べ
て
の
社
会
保
障
制

　

安
倍
政
権
は
、
改
憲
手

続
き
を
定
め
た
憲
法
96
条

の
改
定
を
参
院
選
の
「
中

心
的
公
約
」
に
す
る
と
公

言
し
た
。
憲
法
改
定
の
国

会
の
発
議
要
件
を
総
議
員

の「
３
分
の
２
」か
ら
「
過

半
数
」
に
引
き
下
げ
る
と

い
う
。
自
民
党
は
「
占
領

度
の
基
盤
で

あ
る
憲
法
の

足
元
が
揺
ら

い
で
い
る
。

現
行
憲
法
を
生
か
し
て
こ
そ

軍
が
押
し
付
け
た
憲
法
」

と
し
て
、創
立
以
来
、自
主

憲
法
の
制
定
を
党
是
に
掲

げ
て
き
た
。
そ
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
性
に
足
を
す
く
わ

れ
、攻
め
あ
ぐ
ね
た
結
果
、

と
り
あ
え
ず
96
条
を
変
え

る
と
い
う
〝
禁
じ
手
〞
を

突
破
口
に
全
面
改
定
に
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
憲
法
は
、
権

力
を
握
る
者
に
〝
た
が
〞

を
は
め
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
。
時
の
権
力
者
の
意

向
で
簡
単
に
改
正
で
き
る

の
な
ら
歯
止
め
の
意
味
を

な
さ
な
い
。
安
倍
首
相
は

「
日
本
の
要
件
は
厳
し
す

ぎ
る
」
と
主
張
す
る
が
、

ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
な
ど

で
も
「
３
分
の
２
」
を
条

件
と
し
て
い
る
よ
う
に
、

大
多
数
の
国
で
憲
法
改
定

に
厳
し
い
制
約
を
課
し
て

い
る
。
96
条
改
定
派
は
、

「
最
後
は
国
民
投
票
で
決

め
る
か
ら
、
国
会
発
議
を

緩
和
す
べ
き
」
と
言
う
。

し
か
し
、
憲
法
を
ど
う
変

え
る
の
か
を
提
案
で
き
る

の
は
国
会
で
あ
り
、
国
民

は
賛
否
し
か
意
思
表
示
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

　

自
民
党
の
「
憲
法
改
正

草
案
」
で
は
、
天
皇
は

「
元
首
」、
自
衛
隊
は
「
国

防
軍
」
と
し
、
基
本
的
人

権
を
「
永
久
不
可
侵
の
権

利
」
と
定
め
た
97
条
を
全

文
削
除
し
て
い
る
。
96
条

改
定
を
許
せ
ば
、
戦
争
放

棄
を
う
た
っ
た
９
条
や
国

民
の
権
利
を
定
め
た
普
遍

の
原
理
・
原
則
を
歪
め
ら

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

戦
後
68
年
が
経
と
う
と

す
る
な
か
、
自
民
・
民
主

・
維
新
・
み
ん
な
な
ど
１

６
８
人
も
の
閣
僚
や
国
会

議
員
が
侵
略
戦
争
を
美
化

す
る
靖
国
神
社
を
参
拝
し

た
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、「
私
的
行
為
」
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
。
現
に

近
隣
諸
国
を
は
じ
め
、
国

際
社
会
か
ら
異
常
視
さ
れ

て
い
る
。
外
交
問
題
を
逆

手
に
取
り
、
平
和
的
解
決

よ
り
も「
力
対
力
」の
立
場

で
軍
事
力
強
化
や
９
条
改

定
に
利
用
し
よ
う
と
す
る

態
度
こ
そ
危
険
で
あ
る
。

　

協
会
は
、
憲
法
を
根
本

か
ら
改
変
す
る
96
条
改
定

に
反
対
す
る
。
改
憲
で
は

な
く
、
基
本
的
人
権
の
保

障
を
掲
げ
た
現
行
憲
法
の

理
念
を
政
策
に
反
映
し
、

貧
困
や
格
差
、
医
療
崩
壊

な
ど
の
社
会
問
題
を
克
服

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
９
条
を
掲
げ
て
平
和

外
交
に
徹
し
、
ア
ジ
ア
や

世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る

日
本
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

政
府
は
、
今
こ
そ
憲
法
を

守
り
生
か
す
道
に
踏
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
一
体
改
革
」と

　
　
　

私
た
ち
の
対
案
⑦

下
関
市
立
大
学
准
教
授
・
関
野
秀
明

応
分
課
税
で
景
気
は
好
循
環

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
内
需
減
少
招
く

　

大
企
業
や
大
資
産
家
に
先

進
国
並
み
の
負
担
を
求
め
れ

ば
、
社
会
保
障
の
充
実
は
可

能
だ
。
①
有
価
証
券
へ
の
30

％
課
税
で
１
・
３
兆
円
②
法

人
税
率
40
％
と
各
種
控
除
廃

止
で
５
兆
円
③
所
得
税
最
高

税
率
65
％
と
相
続
税
最
高
税

率
70
％
で
１
・
１
兆
円
―
―

な
ど
、
90
年
代
半
ば
の
所
得

税
率
や
相
続
税
率
、
法
人
税

率
に
戻
す
政
策
を
通
じ
て
、

10
兆
円
の
財
源
を
つ
く
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

10
兆
円
あ
れ
ば
、
当
座
必

要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
社

会
保
障
に
手
当
て
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
国
保
料
の
値
下

げ
や
最
低
保
障
年
金
、
保
育

所
10
万
人
分
の
創
設
、
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
（
２
０
０

２
年
水
準
に
復
帰
）、
高
齢

化
対
応
の
「
自
然
増
」
な

ど
、
余
裕
を
も
っ
て
実
現
で

き
る
。

貧
困
生
み
出
す

　

大
企
業
や
富
裕
層
に
対
し

て
応
分
の
負
担
を
求
め
て
い

く
こ
と
こ
そ
、
経
済
の
好
循

　

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
大
企

業
・
富
裕
層
を
特
別
税
制
で

優
遇
し
て
き
た
。
大
企
業
の

立
場
か
ら
み
る
と
、
労
働
者

の
賃
金
を
引
き
下
げ
、
正
規

雇
用
か
ら
非
正
規
雇
用
に
転

換
し
、
中
小
企
業
へ
の
下
請

単
価
を
削
減
し
て
利
潤
を
増

大
さ
せ
て
も
、
減
税
さ
れ
て

い
る
以
上
は
課
税
額
が
限
ら

れ
る
。
い
く
ら
利
潤
を
出
し

て
も
課
税
さ
れ
な
い
か
ら
、

ど
ん
ど
ん
絞
り
取
ろ
う
と
い

う
発
想
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
結
果
、
国
民
の
間
で
貧

困
と
い
う
問
題
を
生
み
だ
し

て
き
た
。

社
会
保
障
財
源
に

　

大
企
業
・
大
資
産
家
減
税

は
悪
循
環
に
し
か
な
ら
な

　

も
っ
と
驚
く
べ
き
こ
と
が

あ
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
政
府
は
、

自
国
内
に
ど
ん
な
米
国
人
が

何
人
い
る
の
か
全
く
知
ら
な

い
の
だ
。

　

外
交
官
で
さ
え
出
入
国

時
、
特
別
の
出
入
口
か
ら
パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
出
し
出
入
国

審
査
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ

が
国
際
的
な
慣
行
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
米
軍
関
係
者
は

手
続
き
一
切
な
し
に
基
地
に

到
着
し
た
り
、
飛
び
立
っ
た

り
す
る
。
軍
人
で
な
く
て
も

軍
用
機
に
乗
れ
ば
、
何
の
チ

ェ
ッ
ク
も
な
く
、
そ
の
ま
ま

フ
ェ
ン
ス
の
外
へ
出
る
。
日

本
へ
の
入
国
、
出
国
は
自
由

自
在
な
の
だ
。

移
転
費
用
を

水
増
し
請
求

　

２
０
０
９
年
、
北
沢
防
衛

大
臣
（
当
時
）
は
国
会
で
質

問
さ
れ
、「
何
人
い
る
の
か

は
、
直
ち
に
は
答
え
ら
れ
な

い
」
と
答
え
た
。

　

ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
に
よ
れ

ば
、
沖
縄
に
は
多
く
て
も
１

万
３
千
人
し
か
お
ら
ず
、
そ

の
う
ち
３
千
人
が
移
動
す
る

の
に
８
千
人
が
移
動
す
る
こ

と
に
し
て
、
移
設
費
用
は
８

千
人
分
支
払
う
と
合
意
し
た

と
言
う
。

　

そ
も
そ
も
人
数
も
知
ら
ず

に
削
減
交
渉
を
す
る
こ
と
自

体
極
め
て
異
常
だ
。「
水
増

し
請
求
」
が
暴
露
さ
れ
て

も
、
政
府
ト
ッ
プ
も
官
僚

も
、
誰
も
責
任
を
取
る
こ
と

が
な
い
。

　

こ
ん
な
独
立
国
は
世
界
中

ど
こ
に
も
な
い
。
ま
さ
し
く

属
国
、
植
民
地
と
言
う
ほ
か

は
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

い
。
む
し
ろ
応
分
の
課
税
を

し
て
、
社
会
保
障
の
財
源
に

し
て
い
く
。
そ
う
す
れ
ば
、

ム
リ
に
労
働
者
や
下
請
企
業

を
た
た
い
て
利
潤
を
絞
り
出

し
て
も
、
企
業
に
と
っ
て
は

税
金
で
取
ら
れ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

課
税
さ
れ
る
な
ら
、
労
働

者
の
賃
金
を
上
げ
て
、
協
力

企
業
へ
の
適
正
な
発
注
単
価

を
保
障
し
、
労
働
者
の
士
気

を
高
め
た
り
、
協
力
企
業
を

育
て
よ
う
と
い
う
意
識
に
向

か
う
だ
ろ
う
。
国
民
の
所
得

が
増
え
れ
ば
、
企
業
の
売
上

も
伸
び
、
景
気
回
復
、
税
収

増
加
に
も
つ
な
が
る
。
応
分

の
負
担
に
よ
る
好
循
環
を
つ

く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

 

（
お
わ
り
）

杉
本
叡
（
現
・
柏
原
市
）、

谷
聰
（
新
・
高
槻
市
）、

段
野
和
茂
（
新
・
東
大
阪

市
）、
辻
本
勝
（
現
・
城

東
区
）、
寺
嶋
洋
幸
（
現

・
西
成
区
）、
戸
井
逸
美

（
現
・
生
野
区
）、
冨
本

昌
之
（
現
・
港
区
）、
中

西
幹
夫
（
現
・
東
大
阪

市
）、
中
村
新
太
郎
（
現

・
富
田
林
市
）、早
田
寿
夫

（
現
・
住
吉
区
）、
兵
頭

正
道
（
現
・
高
石
市
）、

三
木
正
弘
（
現
・
豊
中

市
）、
三
井
泰
正
（
現
・

西
淀
川
区
）、森
啓
（
現
・

東
住
吉
区
）、矢
部
あ
づ
さ

（
現
・
八
尾
市
）、
吉
田

裕
志
（
現
・
住
之
江
区
）

【
監
事
】

古
田
光
行（
現
・
城
東
区
）、

宮
本
辰
雄
（
現
・
東
成
区
）

　

18
日
に
開
い
た
第
49
回

評
議
員
会
で
選
出
さ
れ
た

理
事
・
監
事
は
次
の
通

り
。
任
期
は
２
０
１
３
年

６
月
１
日
か
ら
15
年
５
月

31
日
。

（
１
面
に
評
議
員
会
の
報

道
を
掲
載
）◇

【
理
事
】

安
積
中
（
現
・
平
野
区
）、

伊
津
進
弘
（
現
・
八
尾

市
）、
江
原
豊
（
新
・
堺

市
）、
小
澤
力（
現
・
西
成

区
）、
貴
島
正
彦
（
現
・

東
大
阪
市
）、
小
山
榮
三

（
現
・
枚
方
市
）、
近
藤

正
（
現
・
池
田
市
）、
下

井
戸
昭
介
（
現
・
堺
市
）、

『
歯
科
用
金
属
』

【
商
品
名
】「
２
Ｗ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
」（
白
金
２
％
、金
15
％
、

パ
ラ
25
％
、
銀
42
％
、
銅
16

％
、
亀
水
化
学
）。
30
㌘
入
、

１
個
４
万
３
０
０
０
円
、
25

個
あ
り
。「
ミ
ロ
シ
ル
バ
ー
」

（
銀
65
％
、錫
22
％
、亜
鉛
13

％
、Ｇ
Ｃ
）。
90
㌘
入
、１
個

９
８
０
０
円
、４
個
あ
り
。ほ

か
に「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
」な
ど
。
ご
希

望
の
個
数
分
譲
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】協
会
新
聞
部

　

条
件
な
ど
の
交
渉
は
当
事

者
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

環
を
つ
く
る

と
考
え
て
い

る
。
安
倍
首

相
が
経
済
政

策
と
し
て
実

施
し
て
い
る

「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
と
は

正
反
対
だ
。

米
軍
の
出
入
国
把
握
せ
ず

顧
問　

永
田　

悦
夫

属国
ニッポン

②

譲
り
ま
す

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（04）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
2480万円　東大阪市新石切
マンション１F
テナント（分譲）
チェア３台 賃貸（大東市住道）1000万円

賃料30万円　チェア３台
ＪＲ住道駅前　開業20年以上
売り物件（三重県名張）1380万円
土地建物付　土地約70坪２階建て

賃貸（大阪市中央区）
3500万円　賃料400,000円
チェア３台（４年）
地下鉄本町駅約５分

売り物件（東大阪市）
3000万円　土地建物付き
チェア２台
新池島ガレージ有り

評
議
員
会
で
選
出

さ
れ
た
理
事・監
事

大企業・富裕層
優遇の悪循環　

「競争力強化」のた
め大企業・富裕層減
税

労働者や中小企業か
ら利潤をムリに搾り
出しても課税されな
い

さらに労働者や中小
企業への搾取を進め
る

内需減少、景気悪化

大企業・富裕層
課税の好循環　

社会保障財源として
大企業・富裕層増税

利潤をムリに搾り出
しても税金をたくさ
ん取られる

労働者の賃金を上げ
て士気を高めたり、
下請け企業を育てた
ほうが有利

内需増大、景気回復


